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烏
谷
昌
幸
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

1
．
論
文
の
目
次
と
構
成

　

烏
谷
昌
幸
君
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
論
文
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
社

会
的
意
味
―
『
リ
ア
リ
テ
ィ
』
の
社
会
学
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
・
フ

レ
ー
ム
論
の
批
判
的
再
構
成
―
」
の
目
次
と
構
成
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

序　

言

第
1
章　

�

メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
再
考
―
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
の

社
会
学
の
視
座
か
ら
―

第
2
章　

�

社
会
的
意
味
の
圧
縮
―
「
動
燃
特
殊
論
」
を
事
例
と
し

て
―

第
3
章　

�

テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

装
置
―
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
の
原
発
検
証
番
組
制

作
過
程
に
お
け
る
取
材
協
力
・
リ
ー
ク
・
内
部
告
発
・

調
査
報
道
―

第
4
章　

�

メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
と
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
―T

he 

W
hole W

orld is W
atching

を
読
む
―

第
5
章　

�

水
俣
病
事
件
初
期
報
道
に
お
け
る
「
社
会
不
安
」
論
―

『
苦
海
浄
土
』
論
の
た
め
の
予
備
的
考
察
―

第
6
章　

�

川
辺
川
ダ
ム
問
題
と
境
界
線
―
全
国
紙
と
地
方
紙
の
比

較
を
手
が
か
り
と
し
て
―

第
7
章　

原
子
力
政
策
に
お
け
る
正
当
性
の
境
界

終　

章　

結
論
と
今
後
の
研
究
課
題

2
．
論
文
の
概
要

　

烏
谷
君
は
、「
序
言
」
に
お
い
て
学
術
研
究
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
論
の
意
義
と
必
要
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
固
有
の
価
値
を
考

え
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
学
問
領
域
」
と
捉
え
、
こ
の
見
方
を
本

論
文
の
出
発
点
に
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
固
有
の
価
値
」
と
は
、「
公
的
言
論
空
間
に
お
け
る
『
常
識
』

の
再
生
産
に
中
心
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
」
点
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
高
い
公
共
性
を
備
え
て
い
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
論
文
の
表
題
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
社
会
的
意
味
」
に

つ
い
て
考
察
を
行
う
た
め
に
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
に
着
目
す

る
必
要
性
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「『
意
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味
』
の
問
題
を
も
っ
と
も
徹
底
し
て
考
え
て
き
た
の
が
、『
リ
ア
リ

テ
ィ
』
の
社
会
学
の
系
譜
で
あ
り
、『
フ
レ
ー
ム
』
論
は
こ
の
『
リ

ア
リ
テ
ィ
』
論
の
理
論
的
含
意
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
に
お
い
て

も
っ
と
も
実
り
豊
か
に
開
花
さ
せ
る
可
能
性
を
も
つ
」
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
以
下
、
各
章
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
み

る
。

　

第
1
章
「
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
再
考
―
『
リ
ア
リ
テ
ィ
』
の

社
会
学
の
視
座
か
ら
―
」
に
お
い
て
は
、
ま
ず
「
リ
ア
リ
テ
ィ

（
論
）」
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
の
社
会
的
構
築
・
構
成
に
関
す
る
先
行
研
究
を
参

照
し
つ
つ
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
（
報
道
過
程
）、
政
策
フ
レ
ー

ム
（
政
策
過
程
）、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
（
世
論
過
程
）

と
い
う
三
者
の
相
互
作
用
に
関
す
る
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

烏
谷
君
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
の
学
説
史
の
整
理
を
次
の

よ
う
な
手
順
で
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
フ
レ
ー
ム
概
念
と
リ
ア
リ

テ
ィ
論
と
が
出
会
う
「
第
一
段
階
」、
リ
ア
リ
テ
ィ
論
と
し
て
の
フ

レ
ー
ム
分
析
が
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
に
導
入
さ
れ
、
脱
効
果
研
究
の
潮

流
の
一
角
を
担
い
つ
つ
、
メ
デ
ィ
ア
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
新

し
い
可
能
性
を
切
り
拓
く
こ
と
に
貢
献
し
た
「
第
二
段
階
」、
そ
し

て
フ
レ
ー
ム
概
念
が
リ
ア
リ
テ
ィ
論
と
の
結
び
つ
き
を
失
っ
て
い
く

「
第
三
段
階
」
で
あ
る
。

　

烏
谷
君
は
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
の
研
究
の
多
く
が
、
現
在
は

第
三
段
階
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
学
的
な
メ

デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
が
傍
流
化
し
、
新
し
い
効
果
研
究
と
し
て
の

フ
レ
ー
ミ
ン
グ
効
果
研
究
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
と
見
な
す
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
近
年
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー

ム
論
が
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
的
意
味
」
の
研
究
に
と
っ
て
の

有
用
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
批
判
的
に
論
じ
て
い
る
。

　

同
時
に
、
学
説
史
の
第
一
段
階
で
活
躍
し
た
フ
レ
ー
ム
論
の
創
始

者
の
一
人
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
の
「
差
異
」
の
思
想
を
再

評
価
す
る
こ
と
の
有
益
性
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
議

論
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
第
二
段
階
に
該
当
す
る
メ
デ
ィ
ア
社
会

学
の
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
の
理
論
的
再
検
討
を
行
い
、

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
的
意
味
」
に
関
す
る
理
論
的
視
座
を
獲

得
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
視
座
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
時
代
の
事
件
や
出
来
事
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
描
き
、

論
じ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
具
体
的
な
表
現
内
容
に
深
く

入
り
込
ん
で
分
析
し
、
検
討
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
テ
ク
ス
ト
に
密
着

し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
が
可
能
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

研
究
手
法
は
、
本
論
文
で
は
「
テ
ク
ス
ト
密
着
型
」
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
論
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
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な
お
、
第
1
章
で
提
示
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
理
論
的
枠
組
み
は
、
第

2
章
以
降
で
行
わ
れ
る
事
例
研
究
、
あ
る
い
は
理
論
的
な
展
開
の
基

盤
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
2
章
「
社
会
的
意
味
の
圧
縮
―
「
動
燃
特
殊
論
」
を
事
例
と
し

て
―
」
で
は
、
一
九
九
五
年
に
生
じ
た
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」

事
故
の
報
道
を
事
例
と
し
て
、
こ
の
事
故
の
社
会
的
意
味
の
確
定
の

さ
れ
方
に
つ
い
て
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
も
ん
じ
ゅ
」
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
漏
れ
事
故
の
社
会
的
意
味
を
め
ぐ
っ
て
は
、
本
来
多
義
的

な
意
味
づ
け
の
可
能
性
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
動
燃
特
殊

論
」
へ
と
事
故
報
道
が
集
中
し
、
そ
の
範
域
が
狭
ま
っ
て
い
っ
た
問

題
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
事
故
現
場
の
ビ
デ
オ
映
像
が
流
さ
れ
る
中
で
、
社
会

的
関
心
が
「
ビ
デ
オ
隠
し
」、
す
な
わ
ち
情
報
の
隠
ぺ
い
の
問
題
へ

と
集
中
し
て
い
く
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
過
程
の

中
で
こ
の
出
来
事
の
社
会
的
意
味
が
圧
縮
さ
れ
る
と
い
う
問
題
、

「
ビ
デ
オ
隠
し
」
の
動
燃
と
い
う
意
味
づ
け
の
単
純
化
と
い
う
問
題

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
自
治
体
と
動
燃
と
の
信
頼
関
係

の
希
薄
さ
と
い
っ
た
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
も
、
踏
み
込
ん
だ
考
察

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

第
3
章
「
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

装
置
―
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
の
原
発
検
証
番
組
制
作
過
程
に
お

け
る
取
材
協
力
・
リ
ー
ク
・
内
部
告
発
・
調
査
報
道
―
」
で
は
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
（
一
九
八
六
年
）
後
の
、
原
発
関
連
の
番
組

集
中
期
に
お
い
て
、
日
本
の
原
子
力
政
策
が
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
検
証
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
烏
谷
君
が
分
析
対
象
と
し
た
の
は
、

三
つ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
あ
る
（
二
つ
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
一
つ

が
広
島
テ
レ
ビ
）。
こ
の
章
で
は
、
副
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ

ら
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
に
お
い
て
、
取
材
協
力
・
リ
ー
ク
・

内
部
告
発
を
通
し
て
事
実
の
収
集
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
様
々
な

資
料
を
用
い
て
実
証
的
に
示
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
の
中
心
的
な
研
究
課
題
は
、
個
別
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番
組
の
映
像
分
析
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
番
組
の
意
図
を
際
立
た
せ

る
「
決
定
的
事
実
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
一
種
の
「
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

装
置
」
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
点
を
示
す
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
装
置
が
獲
得
さ
れ
る
社
会
的
過
程
と
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
と
い
う
特
定
の
歴
史
的
文
脈
と
を
重
ね
合
わ
せ

る
と
い
う
作
業
を
通
じ
て
、
情
報
源
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
共
同
作

業
の
産
物
と
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
捉
え
る
こ
と
の
必
要

性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
4
章
「
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
と
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
―T

he 
W

hole W
orld is W

atching

を
読
む
―
」
で
は
、
米
国
の
社
会
学
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者
ト
ッ
ド
・
ギ
ト
リ
ン
の
著
書T

he W
hole W

orld is W
atch

ing
を
精
読
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
を
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
の
問
題
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
書
は
、
一
般
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
ニ
ュ
ー
レ

フ
ト
運
動
、
特
に
一
九
六
〇
年
代
に
活
性
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｓ

（Students�for�a�D
em

ocratic�Society

：
民
主
社
会
を
求
め
る
学

生
同
盟
）
の
運
動
に
対
す
る
批
判
的
な
報
道
、
す
な
わ
ち
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
が
有
す
る
保
守
的
傾
向
を
論
難
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て

い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
烏
谷
君
は
、T

he W
hole W

orld is W
atching

を

マ
ス
・
デ
ィ
ア
と
社
会
運
動
の
相
互
依
存
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
検

証
し
た
書
と
し
て
解
読
し
、
こ
れ
ま
で
の
支
配
的
な
「
読
み
」
に
つ

い
て
の
再
検
討
を
試
み
て
い
る
。
社
会
運
動
に
関
す
る
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
の
批
判
的
な
報
道
を
、
一
つ
の
、
し
か
し
き
わ
め
て
重
要
な

要
因
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
運
動
が
目
的
を
十
分
達
成
で
き
な
い

ま
ま
沈
静
化
、
さ
ら
に
は
自
滅
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る

書
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
を
意
識
し
た
活
動
の
「
演
技
」、
そ
れ
に
関
す
る
報
道
が
結
果
的

に
Ｓ
Ｄ
Ｓ
に
対
す
る
支
持
を
低
下
さ
せ
て
い
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

烏
谷
君
は
こ
の
点
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
事
件
や
出
来
事
の
社
会
的

意
味
を
公
的
言
論
空
間
に
お
け
る
「
常
識
」
と
し
て
書
き
込
む
と
い

う
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

そ
し
て
、
特
に
正
当
と
逸
脱
と
の
境
界
線
を
設
定
す
る
権
力
を
見
出

し
て
い
る
点
に
注
目
し
、
こ
の
点
を
理
論
的
に
支
え
て
い
る
ギ
ト
リ

ン
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
を
再
評
価
す
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

　

第
5
章
「
水
俣
病
事
件
初
期
報
道
に
お
け
る
「
社
会
不
安
」
論
―

『
苦
海
浄
土
』
論
の
た
め
の
予
備
的
考
察
―
」
で
は
、
烏
谷
君
は
水

俣
病
事
件
初
期
報
道
を
取
り
上
げ
、
き
わ
め
て
厳
し
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
一
九
五
〇
年

代
後
半
に
生
じ
た
水
俣
病
被
害
者
の
漁
民
に
よ
る
チ
ッ
ソ
に
対
す
る

抗
議
活
動
を
、
た
ん
な
る
「
騒
動
」
と
し
て
報
じ
て
い
た
が
、
そ
の

こ
と
の
問
題
点
に
つ
い
て
批
判
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
五
九
年
の
「
政
治
的
調
停
」（
見
舞
金
協
定
）
が
、
当
時
の
新

聞
報
道
に
よ
っ
て
被
害
者
と
チ
ッ
ソ
と
の
間
の
「
円
満
解
決
」
と
し

て
意
味
づ
け
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
批
判
的
に
検
証
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
こ
う
し
た
「
幕
引
き
」
作
業
を
批
判
す
る
に
あ
た
り
、

水
俣
病
事
件
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
、
さ
ら
に
は
世
界
観
を
提
示
し

た
と
言
わ
れ
る
、
石
牟
礼
道
子
の
『
苦
海
浄
土
』
を
取
り
上
げ
、
そ

の
理
解
の
仕
方
を
め
ぐ
っ
て
試
論
的
に
考
察
を
加
え
て
い
る
。
そ
こ

で
は
、『
苦
海
浄
土
』
を
文
学
作
品
と
し
て
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、

ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
／
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
代
表
す
る

作
品
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。



150

法学研究�91�巻�7�号（2018：7）
　

第
6
章
「
川
辺
川
ダ
ム
問
題
と
境
界
線
―
全
国
紙
と
地
方
紙
の
比

較
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」
で
は
、
熊
本
県
の
川
辺
川
ダ
ム
建
設
問

題
を
事
例
と
し
て
全
国
紙
（
毎
日
新
聞
）
と
地
方
紙
（
熊
本
日
日
新

聞
）
の
報
道
に
関
す
る
詳
細
な
比
較
と
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
毎
日
新
聞
の
報
道
は
い
わ
ゆ
る
調
査
報
道
の
範
疇
に
入
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
報
道
で
は
、
ダ
ム
建
設
事
業
が
形
骸
化
し
既

に
政
策
と
し
て
の
正
当
性
を
失
っ
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
報
道
が
ダ
ム
建
設
阻
止
の
た
め
の
世
論
を
つ
く

り
あ
げ
る
の
に
一
定
の
役
割
を
担
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
熊
本
日
日
新
聞
の
記
事
は
、
ダ
ム
建
設
の
賛
成
論
と

反
対
論
に
地
域
社
会
が
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
強
い
懸
念
を
抱
い

て
い
た
。
連
載
記
事
『
五
木
日
記
』
は
、
ダ
ム
に
関
わ
る
こ
と
で
生

活
自
体
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
地
元
住
民
の
声
（
嘆
き
）
を
丹
念

に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
事
を
通
し
て
、
地
元
紙
・

熊
本
日
日
新
聞
は
ダ
ム
建
設
賛
成
・
反
対
の
立
場
を
超
え
て
同
じ
地

域
社
会
に
生
き
る
者
同
士
が
共
有
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
努

め
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
見
出
さ
れ
た
の
は
、
ダ
ム

反
対
派
と
五
木
村
住
民
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
共
有
す
る
こ
と
の
困
難
性

で
あ
っ
た
。

　

烏
谷
君
は
、
敵
対
的
な
「
境
界
線
」
の
制
御
と
い
う
観
点
か
ら
記

事
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
毎
日
新
聞
の
記
事
の
場
合
に
は
、
推

進
派
と
反
対
派
と
い
う
「
境
界
線
」
の
存
在
は
き
わ
め
て
明
確
で
あ

り
、
そ
れ
が
反
対
勢
力
の
糾
合
と
い
う
報
道
姿
勢
と
連
動
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
的
意
味
の
研
究
に
お
け
る
「
境
界
線
」
概

念
の
有
益
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

第
7
章
「
原
子
力
政
策
に
お
け
る
正
当
性
の
境
界
」
で
は
、
一
九

五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
を
中
心
に
原
子
力
の
「
平
和
利
用
」
と
い

う
言
葉
そ
し
て
概
念
が
、
原
子
力
政
策
の
正
当
性
と
符
合
し
て
い
た

時
期
に
注
目
し
、
こ
の
種
の
政
策
の
語
ら
れ
方
、
論
じ
ら
れ
方
に
つ

い
て
、
新
聞
を
中
心
に
分
析
と
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
の
日
本
社
会
で
は
、
原
子
力
の
「
平
和
利
用
」
論

は
、
少
な
く
と
も
理
念
や
未
来
構
想
の
次
元
に
お
い
て
は
多
く
の
支

持
を
集
め
て
い
た
。
た
だ
し
そ
の
一
方
、
現
実
の
政
策
過
程
に
お
い

て
は
、
こ
の
問
題
は
き
わ
め
て
論
争
的
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
（
実
際
、

一
九
五
四
年
に
は
「
第
五
福
竜
丸
事
件
」
も
起
き
て
い
る
）。
原
子

力
の
「
平
和
利
用
」
と
「
軍
事
利
用
」
と
の
線
引
き
と
い
う
問
題
を

め
ぐ
っ
て
は
、
政
治
家
、
官
僚
、
財
界
人
、
科
学
者
、
言
論
人
が
そ

れ
ぞ
れ
「
積
極
論
」、「
慎
重
論
」、「
反
対
論
」
に
分
か
れ
て
激
し
く

論
争
し
て
い
た
。
六
〇
年
代
に
な
っ
て
も
、
米
国
の
原
潜
寄
港
問
題

を
め
ぐ
っ
て
動
力
源
が
原
子
力
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
運
動
が
生
じ

て
い
た
。
こ
う
し
た
運
動
を
め
ぐ
っ
て
「
核
ア
レ
ル
ギ
ー
」
論
争
が
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生
じ
て
い
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

こ
の
章
で
は
、
実
に
多
種
多
様
な
見
解
や
主
張
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

原
子
力
発
電
を
中
心
と
し
た
原
子
力
政
策
を
め
ぐ
る
言
説
分
析
が
周

到
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
論
議
に
関
し
て
、
烏
谷
君
は
原
子

力
政
策
を
め
ぐ
る
「
正
当
性
の
境
界
」
に
関
す
る
争
い
と
し
て
把
握

す
る
。
そ
し
て
、
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら

境
界
線
を
引
き
、
政
治
家
な
ど
の
原
発
推
進
派
に
よ
る
境
界
線
の
拡

張
や
論
理
に
対
し
て
手
厳
し
い
監
視
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た

か
に
関
し
て
検
証
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
世
論
調
査
、
地
方
紙
（
投

書
も
含
む
）
を
も
分
析
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
境
界
線
の

監
視
役
」
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。

　

終
章
「
結
論
と
今
後
の
研
究
課
題
」
で
は
、
本
論
文
全
体
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
知
見
と
今
後
の
研
究
課
題
が
要
約
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
的
意
味
」
と
い
う
主
題
に

取
り
組
ん
だ
本
研
究
の
全
体
を
通
じ
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
に

と
っ
て
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
概
念
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
改
め
て

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
は
あ
く
ま
で
も

「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
の
構
成
、
構
築
の
過
程
を
経
験
的
に
分
析
す
る
ひ

と
つ
の
手
法
に
過
ぎ
な
い
点
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
の
構
成
、
構
築
と
い
う
問
題
に
取
り

組
む
た
め
に
は
、
社
会
科
学
の
み
な
ら
ず
隣
接
諸
領
域
の
研
究
を
参

照
す
べ
き
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
問
題
意
識
は
、
ア
ー
ヴ
ィ

ン
グ
・
ゴ
ッ
フ
マ
ン
の
フ
レ
ー
ム
論
、
さ
ら
に
は
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ

イ
ト
ソ
ン
の
「
差
異
」
概
念
（
自
分
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
も
の
を

自
分
で
見
分
け
て
い
く
）
に
ま
で
及
ん
で
い
く
。
す
な
わ
ち
主
観
の

世
界
に
基
づ
く
「
差
異
」
と
い
う
概
念
を
積
極
的
に
評
価
し
、
そ
れ

を
社
会
レ
ベ
ル
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
構
築
、
構
成
の
問
題
へ
と
展
開
し

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
第
三
に
、
本
研
究
の
具
体
的
成
果
と
し
て
、

「
境
界
」
な
い
し
「
境
界
線
」
の
概
念
に
よ
る
事
例
研
究
の
試
み
の

意
義
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

論
に
お
い
て
は
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
境
界
線
」
と
い
う
研
究
テ
ー

マ
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

3
．
論
文
の
評
価

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
に
つ
い
て
論
じ

る
際
、
つ
ね
に
い
く
つ
か
の
困
難
が
つ
き
ま
と
う
。
と
い
う
の
も
、

特
に
日
本
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批
判
と
等

置
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
が
学
術

的
研
究
の
一
分
野
と
し
て
認
知
さ
れ
に
く
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
論
文
を
一
読
す
る
と
こ
う
し
た
見
方
が
か
な
り
一
面
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的
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
烏
谷
君
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
を

学
術
的
研
究
と
し
て
仕
立
て
上
げ
る
こ
と
を
試
み
、
か
な
り
の
程
度

成
功
を
収
め
て
い
る
と
評
価
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
第
1
章
に
お
い
て
メ
デ
ィ
ア
・
フ

レ
ー
ム
と
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
に
関
す
る
確
た
る
理
論
的
検
討
を
行
い
、

そ
し
て
第
4
章
に
お
い
て
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
と
メ
デ
ィ
ア
の
権

力
の
問
題
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
論
、
あ
る
い
は
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
で
は
、
こ
れ
ま

で
当
然
視
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
概
念
に
関
し
て
、
烏

谷
君
は
理
論
的
な
系
譜
を
た
ど
る
な
ど
し
て
関
連
す
る
文
献
や
論
文

を
丹
念
に
読
み
込
み
、
独
自
の
視
点
か
ら
考
察
を
試
み
て
い
る
。
そ

こ
か
ら
「『
リ
ア
リ
テ
ィ
』
の
構
成
と
は
、
差
異
が
意
味
を
生
成
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
る
構
成
さ
れ
た
『
リ
ア
リ
テ
ィ
』
が

人
々
に
共
有
さ
れ
、
自
明
視
さ
れ
、
制
度
化
さ
れ
、
社
会
的
世
界
の

中
に
自
ら
意
味
を
具
現
化
し
、
客
観
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
『
リ

ア
リ
テ
ィ
』
の
構
築
と
表
現
す
る
」
と
い
う
見
解
に
到
達
す
る
。
烏

谷
君
の
こ
の
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
論
は
、
公
的
言
論
空
間
に
お
け
る

「
常
識
」
の
再
生
産
に
中
心
的
に
関
わ
る
こ
と
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
固
有
の
価
値
を
見
出
し
た
視
点
と
接
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

が
本
論
文
を
高
く
評
価
す
る
第
一
の
点
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
本
論
文
が
出
来
事
や
事
件
の
社
会
的
意
味
の
構
築
の
さ

れ
方
に
関
す
る
周
到
か
つ
優
れ
た
視
点
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
社
会
的
意
味
が
、
特
定
の
メ
デ
ィ
ア
・
フ

レ
ー
ム
を
背
景
と
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
的
活

動
に
よ
っ
て
リ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
構
成
・
構
築
さ
れ
て
い
く
と
し
て

も
、
そ
の
道
筋
や
次
元
は
き
わ
め
て
多
様
な
は
ず
で
あ
る
。
第
2
章

以
降
で
展
開
さ
れ
る
具
体
的
事
象
に
つ
い
て
の
多
彩
な
分
析
は
、
ま

さ
し
く
こ
の
道
筋
や
次
元
の
多
様
性
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
適

切
に
描
き
出
し
た
成
果
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　

第
三
に
、
実
証
研
究
に
取
り
組
む
烏
谷
君
の
真
摯
な
姿
勢
が
、
独

自
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
の
展
開
を
可
能
に
し
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

本
論
文
で
は
、「
動
燃
特
殊
論
」（
第
2
章
）、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
後
の
原
発
検
証
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
（
第
3
章
）、
水
俣
病

事
件
初
期
報
道
（
第
5
章
）、
川
辺
川
ダ
ム
問
題
（
第
6
章
）、
原
子

力
政
策
（
第
7
章
）
と
い
っ
た
戦
後
日
本
社
会
が
直
面
し
て
き
た
深

刻
な
社
会
問
題
に
関
し
て
、
き
わ
め
て
広
範
な
文
献
調
査
を
行
う
一

方
で
、
新
聞
記
事
や
テ
レ
ビ
番
組
の
分
析
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、

実
に
説
得
力
の
あ
る
知
見
を
提
示
し
て
い
る
。
特
に
「
境
界
線
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
駆
使
し
な
が
ら
、
社
会
紛
争
・
社
会
運
動
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
に
関
し
て
実
証
研
究
を
踏
ま
え
た
独
自
の

視
点
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
烏
谷
君
の
視
点
は
第
5
章
で
の
『
苦
海
浄
土
』
に
関
す
る
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評
価
か
ら
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

の
拡
張
を
も
図
る
方
向
へ
と
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
本
論
文
が
理
論
と
実
証
、
新
た
な
概
念
の
構
築
の
試
み

と
丹
念
な
分
析
と
い
う
点
で
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
点
が

指
摘
で
き
る
。
理
論
的
研
究
に
重
心
が
偏
り
実
証
的
研
究
が
た
だ
の

応
用
例
の
羅
列
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に
、
実
証
的

研
究
に
重
心
が
偏
り
理
論
的
研
究
が
た
だ
の
前
置
き
に
す
ぎ
な
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
そ
の
点
、
烏
谷
君
の
研
究
は
こ
の

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
見
事
に
体
現
す
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　

第
五
に
、
烏
谷
君
が
原
子
力
発
電
の
問
題
に
関
し
て
い
ち
早
く
関

心
を
持
ち
、
研
究
を
行
っ
て
き
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
〇
一
一
年

三
月
一
一
日
に
生
じ
た
「
東
日
本
大
震
災
」
と
、
そ
の
直
後
に
生
じ

た
「
福
島
第
一
原
発
事
故
」
に
関
し
て
は
、
様
々
な
領
域
の
研
究
者

が
調
査
を
実
施
し
、
多
く
の
研
究
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。「
戦
後
」

と
い
う
言
葉
に
な
ら
い
「
災
後
」
と
い
う
言
葉
も
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
種
の
研
究
成
果
の
多
く
は
、
戦
後
日
本

社
会
が
抱
え
込
み
な
が
ら
も
、
顕
在
化
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
原
発
問
題
、
と
い
う
文
脈
で
語
ら
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
や
メ
デ
ィ
ア
論
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
原

発
推
進
政
策
に
対
し
て
明
確
な
形
で
異
議
を
唱
え
る
こ
と
を
怠
っ
た

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
批
判
的
観
点
か
ら
分
析
を
行
う
と
い

う
手
法
を
と
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
研

究
姿
勢
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
研
究
者
自
身
に
対
し
て
内
省
の
機
会

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。「
災
後
」
に
原
発
問
題
に
取
り
組
ん
だ
研

究
者
の
多
く
は
、
そ
れ
以
前
に
こ
の
問
題
に
対
し
て
関
心
を
払
わ
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
烏
谷
君
は
、
二
〇
〇
〇
年
代

初
頭
に
は
原
発
関
連
の
論
文
を
発
表
し
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
研
究

を
進
め
て
き
た
。
そ
う
し
た
研
究
姿
勢
が
関
連
す
る
三
つ
の
章
（
第

2
章
、
第
3
章
、
第
7
章
）
の
記
述
の
「
厚
さ
」
に
表
れ
て
い
る
と

言
え
る
。

　

以
上
が
本
論
文
の
評
価
で
あ
る
。
最
後
に
い
く
つ
か
問
題
点
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
に
関
す
る
理
論

的
考
察
の
部
分
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
烏
谷
君
は
メ
デ
ィ

ア
・
フ
レ
ー
ム
と
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
に
関
し
て
優
れ
た
検
討
を
行
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
同
時
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
理
論
に

言
及
し
た
学
術
論
文
と
し
て
は
、
扱
う
理
論
の
範
域
を
狭
め
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
繰
り
返
す
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
に
お

け
る
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
と
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
の
重
要
性
は
誰
も

が
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
ニ
ュ
ー
ス
・
バ
リ
ュ
ー

論
、
あ
る
い
は
ニ
ュ
ー
ス
の
物
語
論
な
ど
を
参
照
し
た
な
ら
ば
、
本

論
文
の
学
術
的
価
値
は
一
層
高
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
実
証
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分
析
結
果
を
、
さ
ら
に
再
び
理
論
的
考
察
へ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

烏
谷
君
の
言
う
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
の
批
判
的
再
構
成
を
目
指

す
理
論
へ
と
展
開
し
て
い
た
な
ら
ば
、
本
論
文
の
理
論
的
意
義
は
よ

り
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
や
は
り
理
論
的
な
考
察
に
関
わ
る
部
分
だ
が
、
烏
谷
君

が
重
視
し
、
多
用
す
る
「
社
会
的
意
味
」
と
い
う
概
念
の
問
題
で
あ

る
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
当

然
「
国
家
社
会
」
と
な
り
、
地
方
メ
デ
ィ
ア
の
場
合
に
は
「
地
域
社

会
」
と
な
る
。
国
家
社
会
と
地
域
社
会
と
の
間
の
「
社
会
的
意
味
」

の
合
意
や
対
立
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
だ
け

に
、
今
述
べ
た
よ
う
な
「
社
会
的
意
味
」
の
「
社
会
」
に
つ
い
て
の

よ
り
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
欲
し
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

第
三
は
、
本
論
文
の
構
成
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
4
章
で
扱
っ
た

ギ
ト
リ
ン
の
著
作T

he W
hole W

orld is W
atching

は
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
と
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）
の
報
道
と
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
運
動
の
関
係
性
に

つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
論
を
活
用
し
つ
つ
実
証
的
な
分
析
を

行
っ
た
書
で
あ
る
。
烏
谷
君
は
こ
の
書
を
興
味
深
い
理
論
枠
組
み
に

基
づ
き
な
が
ら
も
事
例
研
究
と
見
な
し
、
そ
れ
に
関
す
る
考
察
を

行
っ
た
こ
の
論
文
を
第
4
章
に
据
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

や
は
り
理
論
的
考
察
が
、
か
な
り
前
面
に
出
て
い
る
こ
の
章
は
も
っ

と
前
に
置
く
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
方
が
、
本
論
文
は

一
層
読
み
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
本
論
文
の
文
体
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

文
体
と
い
う
の
は
研
究
者
の
個
性
が
表
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に

つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
は
本
来
は
控
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
点
を
承
知
し
な
が
ら
も
、
や
は
り
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、
比

喩
的
な
表
現
が
散
見
さ
れ
、
ま
た
用
語
の
選
択
も
独
自
性
が
強
い
と

思
わ
れ
る
も
の
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
抑
制
を
き
か

し
た
文
体
の
方
が
、
よ
り
説
得
力
を
持
つ
の
で
は
と
い
う
思
い
が

残
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

4
．
結
論

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

に
お
い
て
画
期
的
な
論
文
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
社
会
学
や
政
治

学
の
領
域
に
お
い
て
も
、
扱
わ
れ
て
い
る
社
会
問
題
に
関
す
る
興
味

深
い
考
察
を
含
め
、
参
照
す
べ
き
論
文
と
評
価
で
き
る
。
前
掲
の
問

題
点
に
し
て
も
、
本
論
文
を
刊
行
す
る
際
の
コ
メ
ン
ト
、
あ
る
い
は

今
後
の
課
題
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
論
文
を
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）

の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
論
文
と
評
価
し
、
こ
こ
に
報
告

す
る
次
第
で
あ
る
。
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法
学
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学
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学
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